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■ 取組の背景 

 商圏人口の減少に加えて高規格道路の延伸な

どにより、旭川や札幌へのアクセスが容易になっ

たことから近郊都市への消費流出が続いている。 

スポーツ店は特に厳しく、以前は市内に６店舗あ

ったが、現在は１店舗のみとなっている。 

 

 

■ 核店舗の閉店から「るもいプラザ」へ 

 るもいプラザは、旧ラルズ閉店後、商店街の賑

わい創出を目的に、国の補助金を活用し、１階を

改築し運営している。１階のうち 1/2 程度のス

ペースに複数の店舗が入居し、残り 1/2 程度を

市が借り上げ、チャレンジショップを設置してい

るほか、市の借り上げ分の 1/2 程度に休憩やイ

ベントスペースを設置しており、イベントの効果

もあり、子供からお年寄りまで多世代に使用され

ている。運営は留萌市商店街振興組合連合会が担

っている。 

                      

チャレンジショップでは、市街地で扱う商店が

なくなったことで入手が困難となった高齢者向 

 

 

 

 

けの肌着などの衣料品を扱うグループが出店し、 

高齢者等の買い物の利便性を確保するとともに、

高齢者の交流の場となっている。 

 なお、市内では、るもいプラザ以外の商店街空

き店舗を活用したチャレンジショップなどへの

出店も見られ、関西の企業が総菜・弁当店を出店

している。 

 

 

■ 今後の展開 

これまでのイベントなど集客活動の展開によ

って、るもいプラザの認知度が向上し、学校帰り

の生徒も立ち寄るようになるなど、若者も含めた

コミュニティの場が形成されつつあることから、

今後も積極的にアクションを起こしていく予定

である。 

なお、平成２７年度は、道の補助金を活用し、

商店街の交通量調査を行うとともに、大学生によ

る外から見た留萌を再発見する事業も行ってお

り、今後の商店街の活性化につなげていく考え。 

11．「るもいプラザ」    （留萌市・留萌市商店街振興組合連合会） 

～ 賑わい創出を目指して複数店舗の誘致、チャレンジショップの設置 ～ 
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